
デジタル社会における学び方と学びの場 ーオンライン環境で「出来ること」「すべきこと」

開催地： グループ： 2022.

•1

オンラインでもソーシャルディスタンス！

少人数でのオンライン授業

３班 10.10



オンライン授業の現状

・全員の顔が見えている

・部屋分けしても時間が来たら戻

されてしまう

・先生は全員の様子が画面に一気

に入ってくる



困っていること

＜先生視点＞

・生徒が沢山いると生徒一人ひとりの進行状況を把
握するのが難しい。

・生徒が話す場面が作りにくい。

・生徒が発言する回数が少なく本当に理解している
のか分からない。⇒授業ペースが落ちる



困っていること

＜生徒視点＞

・常に誰かに見られてるんじゃないか

・誰に顔を見られているかわからない不安

・カメラがオフの時は集中できずさぼってしまう

・逆にカメラがオンの時は全員に顔を見られているため集中しすぎてしま

い 疲れる



改善策

・４~５人のグループを作って授業を行う。

ずっと同じだとグループだとクラ
ス全員と交流できない！！



改善策

科目ごとにグループを分ける

オンライン環境でも
友達を作れる！！！



結論

グループ分け

先生も授業しやすく、生徒も授業
を受けやすい


